
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１９日は食育の日！ 

家族で「食」について話してみましょう。 

新座市立第三中学校  

令和5年１２月１9日発行 

＊よく見る場所に貼って、家族みんなでチェックしてみましょう。 

ここがポイント！冬休みも早寝・早起き・朝ごはんで元気に過ごそう！ 



冬至
とうじ

・・・今年は12月２２日です・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

伝統的な行事食・・・年越しそば・鏡もち・おせち料理・七草がゆ・・・ 

 日本の「和食」は、ユネスコの無形文化遺産です。「和食：日本人の伝統的な食文化」が世界に認めら

れたのです。この「伝統的な食文化」には、昔から伝わる料理や、季節・行事にちなんだ料理、日本人が

食べ続けてきたつつましい家庭料理、食事のなかで「自然の尊重」という精神を表現していることなど、

が含まれています。 

 文化を継承していくための一歩として、年末年始の伝統的な行事食を、家族そろっていただきましょう。 
 

 

知っていますか？鏡もちの由来 

 鏡もちとは、古代の鏡の形に似せて、丸く平

たくつくられているといわれています。もちの

上に飾っている「だいだい」には、家が代だい

続くようにという願いが込められています。飾

るものや飾り方は、地域や家庭によってさまざ

まです。 

次 

 七草とは、１月７日の朝に

春の七草を入れたおかゆを

食べて 1 年の健康を祈る風

習です。 

 春の七草とは、せり、なず

な、ごぎょう、はこべら、ほ

とけのざ、すずな（かぶ）、

すずしろ（だいこん）のこと

です。これを包丁で細かくた

たきおかゆにいれます。 


